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第25年度

教
育
委
員
会
に
よ
る
牧
季
学
校
訪
問
に
つ
い
て

昨
年
1
0
月
下
旬
、
教
育
委
員
会
メ
ン
バ
ー
6
名
全
員

で
宮
地
小
、
八
幡
小
、
池
田
小
、
温
知
小
、
池
田
中
の
順

に
、
一
日
一
校
す
つ
学
校
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
こ
の
学
校
訪
問
の
事
を
お
伝
え
し
ま
す
。

訪
問
の
仕
方
と
し
て
、
第
一
部
は
擾
業
参
観
、
第
二
部

は
管
理
者
と
の
懇
談
、
第
三
部
は
全
教
職
員
と
の
面
談
に

区
切
っ
て
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

第
一
部
の
全
学
級
公
開
授
業
の
参
観
で
は
、
授
業
の
進

め
方
、
児
童
生
徒
の
学
習
の
様
子
、
学
習
環
虜
な
ど
に
つ

い
て
各
委
員
で
視
察
し
な
が
ら
見
て
回
り
ま
し
だ
。

第
二
部
で
は
、
管
理
者
の
先
生
か
ら
報
告
を
受
け
ま
レ

だ
。
校
長
先
生
よ
り
一
学
期
末
時
点
で
の
学
校
自
己
評
価

結
果
を
お
聞
き
し
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
教
頭

先
生
か
ら
は
施
設
、
設
備
の
管
理
状
況
を
主
に
報
告
を
受

け
、
教
務
主
任
と
生
徒
指
導
の
先
生
か
ら
は
授
業
づ
く
り
、

教
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
学
習
規
律
・
道
徳
規
範
な
ど
の

教
科
指
導
上
の
課
題
や
学
校
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
な

ど
、
児
童
生
徒
の
安
山
安
全
に
関
わ
る
諸
課
題
の
現
況
を

伺
い
ま
し
だ
。

先
生
方
の
報
告
を
受
け
た
後
、
各
委
員
よ
り
授
業
参
観

を
し
て
の
評
価
を
伝
え
、
質
疑
応
窓
口
を
通
し
て
意
見
交
換

や
情
報
共
有
に
努
め
ま
し
た
。

第
三
部
で
は
教
職
員
全
員
と
の
面
談
の
揚
を
設
け
、
ま

す
、
各
先
生
方
に
自
己
紹
介
と
日
常
の
自
己
研
績
の
目
標

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
労
い
と

励
ま
し
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
だ
。

訪
問
を
終
え
て
の
感
想
は
、

①
体
育
祭
・
運
動
会
と
い
う
大
行
事
が
済
ん
で
勉
学
に

勤
し
む
絶
好
の
時
節
で
あ
り
、
ど
の
学
校
ち
児
童
、
生

徒
の
学
習
姿
雪
に
落
ち
着
き
が
男
ら
れ
だ
こ
と
。

②

先

生
方
の
捜
業
づ
く
り
の
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
と
情
熱

が
高
く
、
ど
の
学
校
の
短
業
に
お
い
て
も
児
童
・
生
徒

が
集
中
し
て
学
ん
で
い
だ
こ
と
。

③
判
ら
な
い
こ
と
を
判
ら
な
い
ま
ま
見
過
ご
さ
な
い
為

仁
、
小
学
校
の
算
数
で
は
少
人
類
学
級
が
行
わ
れ
る
な

ど
の
手
厚
い
学
習
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

④

学

校

生
活
は
社
会
生
活
の
縮
図
で
あ
る
と
の
思
い
か

ら
、
道
徳
や
社
会
規
範
を
重
視
し
て
、
徹
底
し
た
指
導

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤

教

職

員
と
の
面
談
で
は
、
私
ど
ち
教
育
委
員
が
現
場

の
先
生
万
の
「
生
の
声
」
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

ま
だ
、
先
生
方
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
の
き
っ
か
け
が

で
き
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
。

以
上
、
今
回
の
訪
問
で
、
各
学
校
の
良
さ
が
、
と
て
も

際
立
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
池
田
町
の
学
校

教
育
の
進
め
方
に
委
員
全
員
が
山
強
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

池

田

町

教

育

委

員

長

野

原

正

「
賞
基
小
の
子
の
育
ち
を
考
え
る
会
」
に
参
加
し
て

昨
年
の
1
2
月
1
9
日
に
震
基
小
学
校
で
第
三
回
「
養

基
小
の
子
の
育
ち
を
考
え
る
会
」
の
運
営
委
員
会
が
行
わ

れ
ま
レ
た
。
こ
の
会
に
は
学
校
か
ら
校
長
と
教
頭
、

P
T

A
か
ら
会
長
と
副
会
長
、
地
域
か
ら
区
長
・
公
民
館
長
・

青
少
年
育
成
委
員
・
民
生
委
員
・
教
育
委
員
な
ど
養
基
小

校
区
内
の
揖
斐
川
町
と
池
田
町
の
各
代
表
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
だ
。

こ
の
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
文
部
科
学
省
が

推
進
し
て
い
る
地
域
の
子
ど
ち
達
を
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
り
協
働
し
な
が
ら
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
や
学
校
運
営
協
議
会
と
い
う
体
制
が
す
で
に
で

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

慢
業
参
観
後

に
行
わ
れ
た
懇

談
会
で
は
、
盟

業
中
の
子
ど
も

達
の
頑
張
っ
て

い
る
姿
や
先
生

方
の
丁
寧
な
指

導
等
の
感
想
交

流
が
行
わ
れ
ま

し
だ
。

下
記
は
、
当
日

の
感
想
や
意
見

の
ご
く
一
部
で

す。-
元
気
に
走
っ

た
り
跳
ん
だ
り

し
て
い
て
子
ど

ち
ら
レ
さ
が
よ

居

d
E
f

く
出
て
い
た
。

.
調
べ
た
こ
と
を
他
学
年
の
子
に
分
か
り
ゃ
す
く
伝
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

・
子
ど
ち
達
の
発
想
や
意
欲
を
引
き
出
す
指
導
が
で
き

て
い
た
。

ま
た
、
昨
年
の
9
月
に
発
足
し
た
登
下
校
時
の
「
見

守
り
隊
」
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
登
下
校
時
の
子
ど
も

達
の
様
子
や
通
学
路
の
安
全
確
保
等
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
レ
た
。

・
下
校
時
の
子
ど
も
達
の
言
葉
遣
い
が
気
に
な
る
。

・
楽
し
く
帰
る
こ
と
は
良
い
が
、
時
々
、
横
い
っ
ぱ
い

に
な
り
歩
く
の
が
気
に
な
る
。

・
見
守
り
隊
の
方
々
に
万
一
の
事
故
が
起
さ
る
こ
と
も

想
定
し
、
傷
害
保
践
に
加
入
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

葺基小の「子の育ちを考える会」の様子

参
加
さ
れ
た
方
々
の
活
発
で
建
設
的
な
意
見
や
感
想
が

護
基
小
の
子
の
健
全
育
成
や
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
つ

な
が
っ
て
い
く
ち
の
と
思
い
ま
す
。

護
基
組
合

教
育
委
員
長

窪
田

昇

学
力
向
上
の
だ
め
の
施
策
に
つ
い
て

今
年
度
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
観

る
と
、
池
田
町
の
児
童
生
徒
の
学
力
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
は
す

で
す
し
、
伸
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
短
期
的
な
視
点
と
長
期
的
な
視
点
で
次
の
よ
う

に
実
践
す
る
よ
う
、
矢
口
学
校
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

《
短
期
的
な
視
点
と
し
て
》

一
・
ど
の
学
校
ち
年
度
末
に
市
販
の
学
力
横
査
を
実
施
し
、

一

~
個
々
の
児
童
生
徒
の
到
達
度
を
把
握
し
て
個
別
指
導
を
充
一

一
実
す
る
(
小
5
、
中
2
は
岐
車
県
学
力
学
習
状
況
調
査
を
一

一
実
施
)
。

一
・
〈
王
国
学
力
学
習
状
況
調
査

(
4
月
2
2
日
実
施
〉
の

1
一

一
週
間
以
上
前
に
、
過
去
の
調
査
問
題
に
挑
戦
さ
せ
、
調
査
一

一
問
題
、
特
に

B
問
題
(
主
と
し
て
活
用
問
題
〉
に
慣
れ
さ
一

一
せ
る
(
無
回
窓
口
を
な
く
す
)
。

一

一
《
長
期
的
な
視
点
と
し
て
》

一
・
学
力
と
は
、
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
・
学
ん
で
い
く
力
・
一

一
学
ん
だ
結
果
と
し
て
の
知
識
や
按
能
の
定
蓄
の
三
つ
で
あ
一

一
る
こ
と
を
、
ま
す
も
っ
て
教
師
白
星
が
十
分
自
覚
す
る
。

一
そ
し
て
、
日
々
の
掻
業
の
中
で
、
学
習
意
欲
や
課
題
解
決
一

一
力
、
知
識
・
技
能
の
定
着
を
図
る
努
力
を
積
み
重
ね
る
。
一

一
・
家
庭
生
活
を
見
直
し
た
り
家
庭
学
習
の
あ
り
方
を
具
体
一

一
的
に
一
ホ
し
だ
り
し
て
、
家
庭
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

一

そ
の
他
、
学
校
教
育
が
充
実
す
る
よ
う
様
々
な
施
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

教
育
長

長
谷
川

教育委員会指定研究発表会(於温知小学校 11月22日〉璽
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八
幡
小
学
枝
新
校
舎
が
竣
工
し
ま
し
た

2
0
1
2
年
7
月
7
日
の
旧
校
舎
お
別
れ
会
か
ら

1
年
6
ヶ
月
を

経
て
、
今
年
の
三
学
期
か
ら
新
校
舎
が
始
動
し
ま
し
だ
。

実
際
に
使
い
始
め
疋
児
童
・
教
職
員
、
ま
た
、
保
護
者
を
は
じ
め

内
覧
会
な
ど
で
ご
覧
に
な
っ
疋
方
ち
、
木
材
を
多
く
取
り
入
れ
、
採

光
や
風
通
し
に
ち
配
慮
さ
れ
た
、
明
る
く
広
々
と
レ
た
校
舎
に
好
感

を
持
疋
れ
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
強
工
ま
で
に
ご
尽
力
頂
い

だ
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
喜
び
も
ひ
と
し

お
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
新
だ
な
歴
史
を
刻
み
始
め
た
八
幡
小
学
校
で
す
が
、
学

校
は

「
校
舎
が
技
工
す
れ
ば
完
成
U
完
了
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
に
使
い
始
め
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
手
直
し
も
あ
る
で
し
ょ
う
レ
、

何
よ
り
ち
こ
れ
ま
で
と
は
巽
な
る
環
境
を
、
如
何
に
使
い
こ
な
し
て

学
校
に
関
わ
る
様
々
な
人
達
の
た
め
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
、
そ

れ
を
常
に
考
え
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ち
、
八
幡
地
区
に
関
わ
る
皆
さ
ん
で
一
緒
に
な
っ
て
考

え
な
が
ら
、
新
し
い
八
幡
小
学
校
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員

/
日

2月1日平成26年教育委員会だより第3号25年度

野
網

八幡小学校新校舎の外観

教
育
委
員

国
枝

国
昭

間崎町長 八幡小新校舎訪問 (1月8日〉

麿
須
美

情
報
蹴
末
の
有
用
性
と
危
険
性

1
9
8
0年
代
、
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
普
及
し
始
め
、
な
ん
と
便
利
な

機
器
か
と
思
つ
疋
の
も
束
の
間
、
2
0
0
0年
代
に
は
携
帯
電
話
に
と

り
代
わ
り
、
現
在
は
い
わ
ゆ
る
ス
マ
ホ
が
全
盛
に
な
り
ま
レ
た
。
単
な

る
通
話
の
手
段
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
ル
、
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
と
、
パ
ソ

コ
ン
と
同
等
、
も
し
く
は
、
そ
れ
以
上
の
機
能
を
持
っ
た
情
報
端
末
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
昔
前
は
、
伺
人
か
集
ま
れ
ば
、
お
喋
り
や

世
間
話
を
レ
、
い
わ
ゆ
る
井
戸
描
会
議
で
情
報
交
換
し
て
い
た
も
の
で

す
が
、
心
フ
や
、
無
料
ソ
フ
ト
で
、
家
仁
居
な
が
ら
ス
マ
ホ
で
情
報
交
換

で
き
る
非
常
に
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
人
だ
け
で

な
く
、
子
ど
ち
に
と
っ
て
ち
非
常
に
魅
力
的
な
機
器
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
の
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
ス
マ
ホ

に
関
わ
る
残
怠
で
悲
し
い
事
件
、
事
故
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
皇

近
な
と
こ
ろ
で
も
起
こ

ρて
い
ま
す
。
一
体
、
伺
故
、
こ
の
様
な
事
故

が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
?
そ
れ
は
、
人
と
人
が
直
接
向
か
い
合
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
、
社
会
規
範
、
倫

理
観
に
対
す
る
考
え
方
の
軽
率
さ
、
希
薄
さ
が
こ
れ
ら
の
事
件
・

事
故

を
起
こ
す
原
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
社
会
経
験
が
少
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
特
に
事
故
を
起
こ

し
、
ま
疋
、
巻
き
込
ま
れ
る
危
際
性
が
非
常
に
高
い
の
で
は
な
い
か
と

推
測
レ
ま
す
。

こ
の
子
ど
ち
達
を
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
丸
と
な

り
、
育
て
て
世
に
送
り
出
す
の
は
、
我
々
、
大
人
の
当
然
の
義
務
で
す
。

池
田
中
学
の
生
徒
会
で
は
「
携
帯
電
話
の
取
り
組
み
」
を
真
剣
に
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
レ
か
レ
、
家
庭
で
の
使
用
ル
i
ル
作
り
の
問
題
が

あ
る
こ
と
ち
指
摘
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
持
つ
よ
う
勧
め
だ
と
か
、

皆
が
持
っ
て
い
る
か
ら
と
子
ど
も
に
せ
が
ま
れ
、
つ
い
つ
い
、
買
い
与

え
て
し
ま
っ
た
と
か
、
色
々
な
理
由
が
所
持
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
は
、
か
つ
て
、
車
が
普
及
し
始
め
た
こ
ろ
と
同

様
に
、
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
対
応
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
車
と
同
様
に
正
し
い
操
作
を
す
れ
ば
、
非
常
に
便
利
な
道

異
に
な
り
、
逆
に
言
え
ば
、
誤
つ
疋
操
作
を
す
れ
ば
、
悲
し
い
事
故、

事
件
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
を
、
十
分
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
こ
で
、
保
護
者
が
児
童
・
生
徒
に
情
報
端
末
を
所
持
さ
せ
る
揚
合

に
つ
い
て
の
認
識
、
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
を
あ
げ
ま
す
。

①
児
童

・
生
徒
に
は
情
報
端
末
を
保
有
・
維
持
す
る
経
済
的
裏
付
け
は

絶
対
に
な
く
、
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
持
た
せ
て
い
る
こ
と
。

②
保
護
者
が
、
児
童
・

生
徒
に
情
報
端
末
を
保
有
・
使
用
さ
せ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
対
し
て
、
保
護
者
は
全
責
任
を
負
う
必
要

が
あ
る
こ
と
。

③
保
護
者
は
、
児
童
・
生
徒
の
情
報
端
末
の
使
用
に
つ
い
て
、
的
確
な

指
導
、
ま
だ
、
管
理
を
す
る
義
務
が
あ
る
と
こ
と
。

以
上
、

3
点
を
あ
げ
ま
レ
た
が
、
保
護
者
の
皆
様
は
、
こ
れ
ら
の
点

を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
適
正
に
情
報
端
末
が
使
え
る
よ
う
、

自
ら
理
解
さ
れ
、
か
っ
、
所
持
さ
せ
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
は
適
正
な

指
導
、
管
理
を
す
る
と
と
も
に
、
社
会
規
範
、
法
令
順
守
を
ち
合
わ
せ

て
教
育
し
て
い
疋
だ
く
よ
う
、
お
願
い
い
だ
レ
ま
す
。

教
育
委
員

)11 

直
美

小学校・中学校6校

教育センター

町長室

京都府神足小学校

教育委員会の主な活動 1 0月1白から12月31日
日位 | 活 動 |儀者

10月 7日 |池田町・養基組合合同教育委員会|役場第3会議室

10月 7日 |教育懇談会 |役場第3会議室

1 0月11日 』

こ10旦豆土日
10月18日

10月28日

1 1月 6日

役場第3会議室

瑞j良市総合文化i:/~

温知小学校

池田町中央公民館

池田町教育委員会協議会

町長との懇談・予算要望

池田町教青センター 研修視察

池田町・震基組合合同教育委員会

市町町教育委員会連合会研究総会

教育委員会指定研究発表会

揖斐郡教育研究総会

池田町教育委員会学校訪問

お知らせ
2月21日(金)午後1時45分から3時15分まで、

中央公民館大ホールにて子ども議会を開催します。これは
子どちたちの行政への関J~\を深めるとともに、町の現在の
課題や将来の夢について討論することで住みよい町づくり
に参画しようとする態度を震うことをねらいとしています。
一般席ち用意しますので、町民の皆様には、子どちたちの
声をお聴きいただきますよう、ご案内いたします。

ア日

11月21日

11月22日

1 1月29日

1 1月編集後記
今年度3回目の「毅育委員会だより」を発行することが

できました。今回の記事の中で、保護者の皆様だけでなく
ひろく町民の皆様ち、十分に理解していただきたいのは、
「情報端末の有到性と危険性」です。紙面の制限から書き
足らないことも疋くさんありますが、時代に沿った適切な
使用ができるよう、熟読、理解の程をお願いします。

どうぞ、よろしくお願いいたします。
編集担当 小川直美、国枝

第

3
回
初
任
者
研
修

池
田
町
に
お
い
て
、
今
年
度
の
初
任
者
は
小
学
校
に
3
名
と
中
学

校
に
3
名
お
ら
れ
ま
す
。

日
々
、
学
校
で
研
蹟
を
積
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
よ
り
よ
く
教
師
と
し
て
成
長
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
と
し

て
も
研
修
の
揚
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
3
回
は

1
2
月
2
5
日
に
地

域
研
修
の
2
回
目
と
レ
て
、

教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
課
担
当
者
が

池
田
町
の
子
ど
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
レ
だ
。

公
民
館
活
動
、
青
少
年
育
成
活
動
、
子
ど
ち
会
活
動
、
文
化
財
保

護
な
ど
、
池
田
町
で
は
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
を
見
守
り
、
ど
の
よ
う

な
活
動
が
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
し
て
い
↑
に
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
各
先
生
方
が
二
学
期
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
振
り
返

り
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
か
と

い
う
方
策
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
だ
。

一
人
ひ
と
り
の
先
生
方
が

児
童
・
生
徒
と
真
撃
に
向
き
合
い
、
ま
た
、
先
輩
の
先
生
方
の
ご
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
確
実
に
成
長
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
、
大
変

頼
ち
レ
く
思
い
ま
し
だ
。

役場第3会議室

池田中学校

役揚第3会議室

池田町・養基組合合同教育委員会

池田町教育委員会学校参観

池田町叙育委員会協議会、初任者研修

12月 6日

12-月17，18日

1 2月25日麿須美


